
  

⒁ 

表
２
『
加
越
能
文
庫
』
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
に
あ
る
高
山
城
関
連
史
料
一
覧
表 

史
料
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
代 

 
 

高
山
市
の
図
書
（
コ
ピ
ー
）
番
号 

 
 

詳
細 

高
山
在
番
記 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
年 

歴
史 

Ａ 

三
四
六 

前
田
家
編
輯
方
手
写 

内
容
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
～
同
八
年
（
一
六
九
五
）
ま
で
。
安 

高
山
在
番
記 

二 

止 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
六
年 

歴
史 

Ａ 

三
四
七 

永
六
年
（
一
七
七
七
）
不
破
明
手
写
の
写
も
あ
る
が
、
編
輯
は
森
田
良
見
で
あ
ろ
う
。
自
筆
の 

～
八
年 

 
 
 
 

  
 
 
 
 

 

見
出
し
が
あ
る
。
①
高
山
在
番
記
一
・
二
巻
②
高
山
在
番
記
３
・
４
・
５
巻 

高
山
在
番
記 
完 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
、
六
年 

歴
史 

Ａ 

三
四
八 

元
禄
五
、
六
年
（
一
六
九
二
，
九
三
）
初
代
勤
番
永
井
織
部
関
係
の
も
の 

高
山
在
番
之
儀
ニ
付 
御
親
翰
御
加
筆
等
留
（
一
）
元
禄
五
年
～ 

歴
史 

Ａ 

三
四
九 

手
写 

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
飛
騨
高
山
城
主
金
森
頼

旹
（
三
万
八
千
石
）
が
出
羽
国
上
山

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ
所
替
え
し
た
の
で
、
加
賀
藩
が
そ
の
留
守
番
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
八
年
春
廃
城
に
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
ま
で
つ
づ
い
た
。
本
書
は
、
そ
の
初
期
の
公
文
書
の
綴
り
。 

高
山
在
番
之
儀
ニ
付 

御
親
翰
御
加
筆
等
留
（
二
）
元
禄
五
年
～ 

歴
史 

Ａ 

三
五
〇 

 

飛
州
高
山
城
在
番
始
終
之
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
年   

歴
史 

Ａ 

三
五
一 

手
写 

内
容
年
代
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
～
七
年
。
附
録
文
書
に
は
享
保
十
二
年
（
一
七 

～
七
年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
七
）
の
も
の
も
あ
る
。 

高
山
在
番
等
覚
書 

二
種 

附
安
永 

 
 
 
 
 

元
禄
七
年 

歴
史 

Ａ 

三
五
二 

前
田
家
編
輯
方
手
写 

内
容
は
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）野
村
五
郎
兵
衛
高
山
在
番
ニ
付
覚
書
。 

※
表
紙
は
「
全
」、
扉
に
は
「
二
種
」
と
あ
る
。 

  

安
永
二
年 

 
 
 
 
 
 
 
  

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
高
山
御
代
官
所
百
姓
一
揆
ニ
付
富
山
ヨ
リ
御
人
数
相
向
候
一
巻
覚
書
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
者
は
、
安
永
二
年
十
一
月
十
六
日
飛
騨
の
農
民
が
代
官
所
へ
強
訴
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
幕

府
が
富
山
は
じ
め
近
隣
の
大
名
へ
鎮
定
の
命
を
下
し
た
時
の
富
山
藩
の
動
静 

高
山
在
番
之
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
七
年 

歴
史 
Ａ 

三
五
三 

飛
州
高
山
城
御
預
り
の
覚
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
年
～ 

歴
史 
Ａ 
三
五
四 

飛
州
高
山
在
番
雑
記 

単 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
年   

歴
史 

Ａ 
三
五
五 

森
田
西
岸
（
盛
昌
）
編 

前
田
家
編
輯
方
手
写 

明
治
年
間 

内
容
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
） 

 
 

～
八
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
月
～
同
八
年
（
一
六
九
五
）
四
月
ま
で
。
初
代
勤
番
永
井
織
部
に
従
っ
て
高
山
に
赴
き
、
翌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
六
年
四
月
交
替
ま
で
在
留
し
た
森
田
盛
昌
の
覚
書
の
写
で
、
金
森
家
の
来
歴
や
高
山
の
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

里
な
ど
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。 

高
山
在
番
雑
記 

追
加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嘉
永
三
年 

歴
史 

Ａ 

三
五
六 

高
山
在
番
雑
記 

追
加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴
史 

Ａ 

三
五
七 

飛
州
高
山
城 

勤
番
方
御
定
書 

写
等 

 
 
 
 

元
禄
三
年 

歴
史 

Ａ 

三
五
八 

前
田
家
編
輯
方
手
写 
原
題
「
元
禄
三
年
加
賀
宰
相
様
飛
州
高
山
之
城
御
預
ニ
付
城
勤
番
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
永
三
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
定
書
之
写
并
高
山
侍
中
交
名
其
外
聞
書
等
記
」

安
永
三
年
（

一
七
七
四
）

田
辺
正
巳
手
写
の
写 



  

史
料
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
代 

 
 

高
山
市
の
図
書
（
コ
ピ
ー
）
番
号 

 
 

詳
細 

飛
州
高
山
城
御
定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
年 

歴
史 

Ａ 

三
五
九 

飛
州
高
山
城
中
勤
方 

御
定 

 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
七
年 

歴
史 

Ａ 

三
六
〇 

前
田
家
編
輯
方
手
写 

明
治
初
年 

飛
州
御
城
御
用
留 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
年   

歴
史 

Ａ 

三
六
一 

前
田
家
編
輯
方
手
写 

前
田
貞
醇
旧
蔵
の
写
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
一
番
手
永
井
織
部
、 

～
八
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
番
手
藤
田
安
勝
、
三
番
手
津
田
求
馬
の
覚
書
。 

飛
州
高
山
在
番
御
普
請
方
御
入
用
帳 

 
 
 
 
 

元
禄
七
、
八
年 

歴
史 

Ａ 

三
六
二 

奥
村
酒
造
丞
・
渡
部
甚
左
衛
門
著 

手
写 

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
） 

元
禄
七
、
八
年
（
一 

六
九
四
、
九
五
）
城
の
修
理
を
し
た
時
の
材
料
と
人
手
と
費
用
の
計
算
。 

飛
州
在
番
備
考 
並
金
森
候
由
来
書 

 
 
 
 
 

元
禄
五
年
～ 

歴
史 

Ａ 

三
六
三 

有
沢
永
貞
著 

脇
田
尚
方
手
写 

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
脇
田
尚
保
旧
蔵
。
飛
州
在
番
備
考 

は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
永
貞
編
を
永
原
孝
和
が
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
写
し
た
も
の 

の
再
写
。
金
森
候
の
由
来
は
筆
者
尚
方
の
編
で
あ
る
。 

飛
州
高
山
品
々
覚
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
五
年 

歴
史 

Ａ 

三
六
四 

前
田
家
編
輯
方
手
写 

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
～
七
年
。
勤
番
一
番
手
永
井
織
部
、
二
番
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
七
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田
安
勝
、
三
番
手
津
田
求
馬
ま
で
の
記
録
の
写
。 

飛
騨
国
高
山
廃
城 

一
巻 

一 
 
 
 
 
 
 
  

元
禄
八
年
二
～
八
月  

歴
史 

Ａ 

三
六
五 

戸
田
与
一
郎
編 

手
写 

明
和
三
年
（
一
七
六
六
） 

飛
騨
国
高
山
廃
城 

一
巻 

二 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 

Ａ 

三
六
六 

表
題
副
書
「
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
乙
亥
従
二
月
至
七
月
、
御
親
翰
御
加
筆
物
も
有
之
留
」 

飛
騨
国
高
山
廃
城 

一
巻 

三 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 

Ａ 

三
六
七 

明
和
三
年
八
月
の
戸
田
与
一
郎
の
序
文
が
あ
る
。 

飛
騨
国
高
山
廃
城 

一
巻 

四 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 

Ａ 

三
六
八 

 
 

飛
騨
国
高
山
廃
城 

一
巻 

五 
 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 
歴
史 

Ａ 

三
六
九 

 
 

飛
州
高
山
廃
城
日
記 

写
本 

一 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 
Ａ 

三
七
〇 

今
枝
直
方
手
写 

今
枝
氏
旧
蔵
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
二
月
幕
府
は
高
山
城
の
破
壊
を
加 

賀
藩
に
命
じ
た
の
で
、
藩
は
三
月
十
日
奥
村
市
右
衛
門
を
主
管
と
し
、
近
藤
三
郎
左
衛
門
、
前 

飛
州
高
山
廃
城
日
記 

写
本 

二 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 

Ａ 
三
七
一 

田
清
八
ら
を
派
遣
し
そ
の
任
に
当
て
た
。
今
枝
直
方
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
没
。 

飛
州
高
山
廃
城
日
記 

写
本 

三 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 

Ａ 

三
七
二 
①
飛
州
高
山
廃
城
御
用
留
帳
②
飛
州
高
山
参
着
之
日
よ
り
日
記
③
本
丸
・
二
之
丸
・
三
之
丸
建 

飛
州
高
山
廃
城
日
記 

写
本 

四 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 

Ａ 

三
七
三 
具
、
屋
具
并
樹
木
員
数
④
家
中
侍
家
扶
持
人
家
畳
建
具
等
帳
、
同
屋
具
并
手
水
鉢
石
、
樹
木
等 

飛
州
高
山
廃
城
日
記 

写
本 

五 
 
 
 
 
 
 

元
禄
八
年 

歴
史 

Ａ 

三
七
四 

員
数
⑤
飛
州
高
山
出
発
日
ヨ
リ
帰
道
中
且
又
於
金
沢
之
御
城
高
山
御
用
之
日
記 

 

 

※ 

『
加
越
能
文
庫 

解
説
目
録
下
巻
』
昭
和
五
十
六
年
金
沢
市
立
近
世
資
料
館
発
行
の
中
に
「
高
山
在
番
」
の
項
目
が
あ
り
、
在
番
、
廃
城
関
係
文
書
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。 

※ 

高
山
市
の
閲
覧
図
書
資
料
（
コ
ピ
ー
）「
番
号
Ａ
三
四
六
～
三
七
四
」
は
、
加
越
能
文
庫
を
複
写
し
た
も
の
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



  

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
（
文
章
、
写
真
な
ど
）
は
、
著
作
権
法
上
認
め
ら
れ
た
例
外
を
除
き
、
高
山
市
教
育
委
員
会
に
無
断
で
複
製
・
引
用
・
転
用
・
転
載
な
ど
の
利
用
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 


